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「
新
年
挨
拶
」
二
〇
二
六
年

理
事
長  

多
田  

純
夫

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
ど
も
も
多
く
の
ご

利
用
者
、
ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
、
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
い
わ
ゆ
る
二
〇
二
五
年
問
題

の
始
ま
り
で
し
た
。
「
国
民
の
五
人
に
一
人
は

七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
、
三
人
に
一
人

は
六
十
五
歳
以
上
」
と
い
う
人
口
構
造
に
お
い

て
、
二
〇
二
五
年
が
過
ぎ
た
か
ら
問
題
は
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
以
前
か
ら
言
わ
れ
て

い
た
問
題
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
超
高
齢
化
社

会
の
中
で
、
累
増
し
た
財
政
赤
字
と
増
加
す
る

社
会
福
祉
関
係
予
算
を
抱
え
な
が
ら
、
国
は
社

会
保
障
費
の
大
幅
な
削
減
を
目
指
す
と
言
い

な
が
ら
、
一
方
で
、
大
型
補
正
予
算
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
。
新
年
を
迎
え
て
の
抱
負
と
し
て
は
、

厳
し
い
社
会
情
勢
に
お
け
る
経
営
課
題
に
対
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
福
祉
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
黒

字
安
定
化
を
目
指
す
と
い
う
一
言
に
尽
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

学
び
の
場
へ
の
里
帰
り

評
議
員  

小
泉 

　
昇

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
昨
年
六
月
よ
り
評
議
員
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
小
泉
と
申
し
ま
す
。
私
と
敬
愛

会
と
の
つ
な
が
り
は
、
二
十
五
年
ほ
ど
前
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
時
ま
で
は
、
介
護
職
員
、

生
活
相
談
員
、
兼
務
の
介
護
支
援
専
門
員
と

し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
敬
愛
会
退
職

後
も
、
専
門
学
校
の
教
員
と
し
て
実
習
巡
回

で
お
世
話
に
な
り
、
現
在
は
大
和
市
内
の
特

養
の
施
設
長
を
し
て
い
る
関
係
で
、
稲
井
事

務
局
長
、
永
嶌
施
設
長
、
江
畑
施
設
長
と
も

施
設
長
会
等
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。私

自
身
の
福
祉
の
資
格
取
得
は
す
べ
て

敬
愛
会
時
代
の
も
の
で
、
退
職
後
も
当
時
の

島
村
理
事
長
、
目
黒
事
務
長
、
金
井
施
設
長
、

加
藤
施
設
長
に
は
公
私
と
も
よ
き
相
談
者
と

し
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
「
学
び
の
場
へ
里

帰
り
」
と
は
敬
愛
会
で
の
私
自
身
の
成
長
が

で
き
た
場
所
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
現
状
の
法
人
運
営
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
難
な
時
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は

敬
愛
会
の
た
め
に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の
意

識
を
も
っ
て
評
議
委
員
会
へ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

評
議
員
就
任
の
ご
挨
拶

評
議
員  

仲
戸
川 

満
男

こ
の
た
び
、貴
法
人
の
評
議
員
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
仲
戸
川
満
男
と
申
し
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、皆
様
方
の
お
力
添

え
に
な
れ
ば
と
思
い
、お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し

た
。さ

て
、私
の
生
き
ざ
ま
を
申
し
ま
す
と
、幼
少

期
は
、川
で
泳
い
だ
り
、う
さ
ぎ
が
走
り
回
る
野

山
で
グ
ミ・
柿
・
栗
を
食
べ
る
な
ど
、さ
な
が
ら

タ
ー
ザ
ン
の
よ
う
で
し
た
。

社
会
の
入
口
に
い
た
学
生
時
代
で
は
、論
語
の

中
の「
知・好・楽
」に
感
銘
を
受
け
、学
内
の
変

革
を
懸
命
に
語
り
合
った
こ
と
や
北
岳・奥
穂
高

岳・槍
ケ
岳
へ
の
挑
戦
で
、自
然
の
摂
理
を
目
の

当
た
り
に
し
た
こ
と
か
ら
、貴
重
な
時
間
を
楽
し

く
過
ご
す
姿
勢
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、空
か
ら
の
お
く
り
も
の
の“
お
水
〟を
き

れ
い
に
し
て
、県
民
に
届
け
て
い
る
こ
ろ
、バ
ブ
ル

期
や
パ
ソ
コ
ン
全
盛
期
と
の
出
会
い
に
よ
り
、華

や
か
な
恩
恵
と
仕
事
へ
の
高
い
貢
献
意
識
を
授

か
り
、人
と
し
て
の
生
き
る
道
を
学
び
と
っ
た
気

が
し
ま
す
。

現
在
は
、こ
れ
ら
の
経
験
を
糧
に
し
、な
る
よ

う
に
な
る
の“
ケ
セ
ラ
セ
ラ
〟で
、顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
勤

し
ん
で
い
ま
す
が
、本
件
の
重
責
な
役
目
も
真

摯
に
務
め
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

理
事
・
監
事

 
理
事
長　

多
田　
純
夫

 

理　
事　

稲
井　
　
森

 

理　
事　

浦
尾　
和
江

 

理　
事　

江
畑　
礼
子

 

理　
事　

佐
川　
博
之

 

理　
事　

永
嶌　
淳
子

 

監　
事　

岡
田　
和
裕

 

監　
事　

曽
根　
政
典

評
議
員

 

評
議
員　

遠
田　
昌
彦

 

評
議
員　

大
澤　
清
美

 

評
議
員　

小
泉　
　
昇　

 

評
議
員　

冨
田　
喜
典

 

評
議
員　

仲
戸
川
満
男

 

評
議
員　

松
本　
雅
弘

 

評
議
員　

宮
本　
和
武

（
敬
称
略
五
十
音
順
）

「わたしの兄弟であるこれらの最も小さい者のひとりにしたのは、すなわち、わたしにしたのである」聖書
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「
監
事
就
任
の
ご
挨
拶
」

監
事  
曽
根 

政
典

今
年
度
か
ら
監
事
に
就
任
し
ま
し

た
曽
根
と
申
し
ま
す
。
敬
愛
会
様
と
の

出
会
い
は
、
平
成
十
二
年
私
が
実
務
研

修
と
し
て
養
護
で
勉
強
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
時
ほ
と
ん
ど
の
事

務
は
手
作
業
で
あ
り
、
こ
つ
こ
つ
と
積

み
上
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
現
在
の
作
業
は
各
種
媒
体
を
フ
ル

に
利
用
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ウ
ド
で
の
作
業
デ
ー
タ
ー
の
処
理
及

び
保
管
、
手
書
き
は
も
と
よ
り
押
印
も

無
く
、
簡
略
化
し
た
文
書
作
成
、
社
会

の
機
械
化
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進

む
中
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
介
護
の
世
界

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
ま

す
。
た
だ
大
切
に
し
た
い
の
は
、
最
終

的
な
判
断
は
人
が
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
流
通
や
消
費
の
世
界
で
は
情
報
の

即
時
デ
ー
タ
ー
化
が
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
人
の
経
験
や
判
断
は
デ
ー
タ
ー

の
上
に
立
ち
努
力
や
集
約
、
信
頼
を
生

み
出
す
力
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
が
人
の

真
価
で
す
。
私
は
、
天
秤
や
物
差
し
と

し
て
の
役
割
で
す
が
、
そ
の
方
向
を
正

し
く
示
せ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

敬
愛
会
後
援
会
会
長

遠 

田  

晶 

彦

敬
愛
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
「
み
ん

な
で
楽
し
む
秋
の
ひ
と
と
き　
世

代
を
つ
な
ぐ
祭
り
の
輪
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
元
、
九
月
二
十
八

日
午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
和
太

鼓
演
奏
を
合
図
に
開
始
し
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
曇
り
で
雨
の
心
配

は
な
く
、
六
月
よ
り
こ
れ
ま
で
十

回
も
準
備
会
議
を
行
っ
て
き
た
為
、

実
行
委
員
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
で
の
中
止
も
含
め

六
年
ぶ
り
の
バ
ザ
ー
出
店
に
は
会

場
前
よ
り
長
蛇
の
列
で
し
た
。
祭

り
会
場
に
は
模
擬
店
や
子
供
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
が
開
店
し
、
ど
れ
も

好
評
で
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
関

連
団
体
・
元
職
員
・
一
般
市
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協
力

ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
「
和
太
鼓
演
奏
、

パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
地
元
ゆ
め
ク
ラ

ブ
み
よ
し
会
の
南
京
玉
す
だ
れ
、

ヤ
マ
ト
ン
、
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
の
ギ

タ
ー
演
奏
」
の
演
技
が
披
露
さ
れ

観
客
か
ら
は
拍
手
喝
采
で
し
た
。

最
後
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は
当

選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
喜
び

の
声
が
上
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
敬
愛
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

2025年度敬愛ふれあい祭り
収支決算報告書

収入　売上金	 500,136円
　　　祝　金	 138,000円
　　　寄　付	 30,000円　
　　　合　計 	 668,136円

支出　業者支払振込分	 167,724円
　　　振込手数料	 1,430円
　　　小　口	 199,449円
　　　合　計	 368,603円

純利益 299,533円-
来場者573名

敬愛ふれあい祭り敬愛ふれあい祭り
～みんなで楽しむ秋のひととき　世代をつなぐ祭りの輪～

今年も駐車場をご提供していただき、ありがとうございました。
エムデン無線（株）様
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秋秋 編編ホホーームムスケスケッッチチ 冬冬～～2025年2025年

福 田 南 拠 点

福 田 北 拠 点

上 和 田 拠 点

福 田 南 拠 点

福 田 北 拠 点

上 和 田 拠 点

まごころデイサービスセンターまごころデイサービスセンター

桜ヶ丘通所介護事業所桜ヶ丘通所介護事業所

げんきステーション  あくしゅげんきステーション  あくしゅ

げんきステーション  より道一休げんきステーション  より道一休

敷地内の畑でお芋ほり
をしました。
今年はお芋畑のさつま芋が
大豊作でした！

近所の公園を散歩しました。
天気が良くて

気持ちよかったですね。

壁面を活用した
手作りの
クリスマスツリー
皆さまと
デイルームを
照らしています。

★1日型★
施設に遊びに来るネコちゃんを

見に行きました。
かわいらしいネコちゃんに

みなさんにっこり。

レクリエーションにて
ゲーム大会を開催しました。

レーシングゲームに
みんな夢中です。

5月にリニューアルオープンした
あやせローズガーデンに行ってきました！

馬車道とデニーズに
行きました！

ご自分でメニューを
選び、楽しまれて

いました♪

★ハロウィン交流会★
今年もかわいい

お客さまとたくさん
ふれあいました！
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秋秋 編編ホホーームムスケスケッッチチ 冬冬～～2025年2025年

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム 福田通所福田通所
介護事業所介護事業所

福 田 南 拠 点

福 田 北 拠 点

上 和 田 拠 点養護老人ホーム養護老人ホーム

桜ヶ丘通所介護事業所桜ヶ丘通所介護事業所

居酒屋を開催しました！
ご利用者の皆様に
居酒屋の雰囲気を

楽しんでいただきました！

敷地内の畑でお芋ほり
をしました。
今年はお芋畑のさつま芋が
大豊作でした！

★認知症対応型★
秋晴れの下、青空体操をしました。

普段体操をされない方も
皆さんと一緒にのびのび体操を

されていました。

夫婦で近くの
ファミレスまで

外出に行きました！
美味しく召し上がっていました！

リハビリ外出で
ゆめが丘ソラトスへショッピ
ングへ行きました。
お買い物の後はクリスマス
ツリーの前で記念撮影を
しました。

福 田 南 拠 点

福 田 北 拠 点

上 和 田 拠 点

横浜橋商店街まで
外出をしました♪
おいしいお寿司を
食べました！

10月、
特養で運動会を
行いました！
みんなで
大盛り上がり！
応援にも熱が
入りました♪
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福田北 地域包括支援センター便り地域包括支援センター便り
介護者教室のお知らせ

「リハビリのプロが伝える介護者のための健康講座」
～膝の痛みと上手に付き合いましょう～

　介護者教室では在宅において介護方法や介護予防、介護者の健康づくり等についての知識・技術を身に
つけていただく講座を開催しています。今回の講座は、膝痛のメカニズムを知り、生活環境の整備や痛み
を予防軽減するための運動などを学びます。

⃝日にち　2026年１月29日（木）
⃝時　間　13時30分～15時00分
⃝場　所　まごころ地域福祉センター　2階（柳橋２－11）
⃝講　師　桜ヶ丘中央病院　リハビリテーション科
⃝対象者　介護をしている方、テーマに興味・関心がある方
⃝定　員　20名
⃝参加費　無料
⃝申し込み：046-267-9992

福きたカフェ（認知症カフェ）を開催しました
　2025年10月26日、まごころ地域福祉センターにて認知症についての理解を深める場（認知症カフェ）
を開催しました。当日は写真の掲示やアンケートのほか、県央福祉会の職員によるトランスフィットネス
やスターク訪問看護ステーション大和の看護師による認知症予防に関する講座、チームオレンジ（認知症
サポーター）による紙芝居などのイベントも開催し、多くの方にご参加いただきました。
 

担当エリア 福田1～8丁目／柳橋２・３・５丁目

紙芝居「おばあちゃん、おごじゅはどうしたの」

カフェ ＆ 展示等

認知症予防のお話・脳トレ・ストレッチ

トランスフィットネス（介護予防運動）
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介護者教室を開催しました
　9月18日第3回介護者教室は
「家での暮らしを考える～介護予防と備え～」を実施
しました。
　株式会社ニッショウ（通所介護、福祉用具貸与）の
職員の方にお越しいただき体操や、福祉用具の使い方
について学びを深めました。参加者それぞれの歩行状
態の測定と評価も行いました。

　11月12日第4回介護者教室は
「認知症になっても安心できる財産管理～家族信託と
いう選択～」を実施しました。
　神奈川県司法書士会から司法書士の方を講師にお迎
えし、家族信託の活用方法や、他の制度との違いにつ
いて具体的な事例を通じて解説していただきました。

福田南 地域包括支援センター便り地域包括支援センター便り

　当センターの専門職が暮らしに役立つテーマをわかりやすくお話します。
　地域で複数人集まっているところがあればうかがいます。
　これまで老人クラブ、民生委員の皆様から依頼を受けておりますが、趣味などで集まっておられる
方からのお申込みも大歓迎です。ぜひお気軽にご相談ください。
【対　　象】	福田南地域包括支援センターの担当地区（代官、福田（1丁目～8丁目と
　　　　　　　2339～2617、5506～5696を除く）、渋谷）にお住まいの方
【テーマ例】	⃝地域包括支援センターの役割について
		  ⃝成年後見制度など高齢者の権利を守る制度について
		  ⃝フレイル対策、介護予防のための体操や脳トレについて
		  ⃝終活やおひとり様支援について
		  ⃝介護保険制度や総合事業の利用方法について
		  ⃝認知症サポーター養成講座

※内容次第では外部講師を紹介させていただくことがございます。

あなたの地域にうかがいます！～出前講座のご案内～

お申込みは…
　福田南地域包括支援センター
　（敬愛の園）
　０４６－２６９－９００１

担当エリア 代官・渋谷・福田（1～8丁目、2339～2617、5506～5696を除く)

ケアラーズカフェ輪
つながり

（介護者交流会）を開催しました
　ケアラーズカフェ輪(つながり）は日々介護をされている方、介
護を経験された方が介護の悩みや思いを共有する場です。専門職
への相談もできます。
　今年度4回目となる10月10日には、6名の方にご参加いただき
ました。

受講料
無料です
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　2025年10月1日イオンモール大和でおこなわれた「赤い
羽根共同募金運動オープニングセレモニー」に参加致しま
した。
　そして今年は、永年にわたる敬愛会の共同募金運動への
参加に対し、神奈川県共同募金会大和市支会長より「神奈
川県共同募金会大和市支会表彰」をいただきました。

　2025年6月20日、げんきステーションあくしゅ
の職員がご利用者宅に訪問業務をしているところ
NTTを名乗る電話がありました。
　個人情報や口座番号等を教えないように伝え、
事業所に帰宅後、警察に相談・通報をしました。
　のちに特殊詐欺だったことが判明し「被害を未
然に防ぐ活動をした」として、11月13日に大和警
察署長より感謝状をいただきました。
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二
〇
二
五
年
十
一
月
三
〇
日

加
藤
忠
雄
、
草
柳
米
子
、
馬
渕
純
子
、

戸
谷
康
夫
、
冨
田
喜
典
、
石
井
静
枝

他
匿
名
十
八
名

敬
愛
ふ
れ
あ
い
祭
り

下
福
田
北
部
自
治
会
、
大
和
し
ら
か
し
会
、

徳
寿
会
晃
風
園
、
渋
谷
西
地
区
社
協
、
佐
川

博
之
、
鈴
木
勝
美
、
下
福
田
南
部
第
二
自
治

会
、
下
福
田
南
部
第
四
自
治
会
、
曽
根
政
典
、

佐
藤
光
、
大
木
澄
代
、
相
模
翔
優
会
、
ル
・

リ
ア
ン
ふ
か
み
、
下
福
田
南
部
第
三
自
治
会
、

和
田
地
区
社
協
、
冨
田
喜
典
、
ニ
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ロ
ゼ
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ー
ム
つ
き
み
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、
大
谷
誠
、
樋
口

則
子
、
阿
部
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子
、
平
野
庸
夫
、
福
慶
会
福

田
の
里
、
大
沢
清
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、
ひ
か
り
セ
レ
モ
ニ
ー
、

多
心
会
ひ
ま
わ
り
の
郷
、
ふ
じ
み
式
典
　
　
　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

赤い羽根共同募金の表彰をいただきました

特殊詐欺を未然に防ぎ、
感謝状をいただきました
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